
あわら市こども・若者計画策定支援業務委託公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 実施趣旨 

令和５年４月に「こども基本法」が制定され、市町村に「こども計画」の策定が努力義務

化されたことから、市の子どもや若者、子育てに関する施策を総合的・一体的に推進するた

めに「あわら市こども・若者計画（令和７年度～１１年度）」を策定する。また、市の「第

２期子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～６年度）」についても令和６年度に改定し、

「第３期子ども・子育て支援事業計画」策定し、本計画に内包する。 

これらを踏まえ、あわら市こども・若者計画策定業務委託の実施にあたっては、価格のみ

ではなく事業者にかかる業務実績、企画力、創造性等を勘案し、総合的な見地から判断して

最適な事業者と契約を締結する必要があることから、プロポーザル方式により業務委託者を

選定することとする。本要領にて選定する手続きについて、必要な事項を定める。 

 

２ 業務名称 

あわら市こども・若者計画策定支援業務委託 

 

３ 業務内容 

別紙「あわら市こども・若者計画策定支援業務委託仕様書」（以下「仕様書」という。）の 

 とおりとする。 

 

４ 業務履行期間 

契約締結の日から令和７年３月２５日（火）まで 

 

５ 委託料上限額 

４,２００,０００円（消費税および地方消費税を含む） 

 

６ 実施形式 

公募型プロポーザル方式とする。 

 

７ 担当部署 

あわら市健康福祉部子育て支援課 家庭支援グループ 

〒９１９－０６９２福井県あわら市市姫三丁目１番１号 

電話番号 ０７７６－７３－８０２１（直通） 

ＦＡＸ  ０７７６－７３－５６８８ 

E-mail  kosodate@city.awara.lg.jp 

 

mailto:kosodate@city.awara.lg.jp


８ プロポーザル参加資格要件 

次の要件をすべて満たしている者とする。 

（１） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当

しない者であること。 

（２） 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続き開始の申立てがなさ

れている者（更生手続開始の決定をうけている者を除く。）または、民事再生法（平

成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立をしている者（再生手続開

始の決定を受けている者を除く。）でないこと。 

（３） あわら市入札参加資格者名簿に登録されているものであること。 

（４） あわら市契約に係る指名停止措置要綱（平成１６年３月１日制定）の規定による入 

    札参加資格停止措置の期間中でない者であること。 

（５） あわら市暴力団排除条例（平成２３年９月２６日条例第７号）第２条に規定する暴 

    力団または暴力団員等に該当しないこと。 

（６） 国税及び地方税を滞納しているものでないこと。 

（７） 過去５年間（平成３１年４月から令和６年３月まで）において、福井県内での自治 

体における子ども・子育て支援事業計画を含む子どもに関する計画策定業務の実績 

を有していること。 

 

９ プロポーザルの日程 

内 容 日 程 

（１）プロポーザル公告 令和６年９月２４日（火） 

（２）質問書の提出期限 令和６年１０月１日（火）午後５時必着 

（３）質問書に対する回答 令和６年１０月７日（月） 

（４）参加申込書の提出期限 令和６年１０月１１日（金）午後５時必着 

（５）参加可否およびプレゼンテ

ーション実施通知 

令和６年１０月１６日（水） 

（６）企画提案書等の提出期限 令和６年１０月２３日（水）午後５時必着 

（７）プレゼンテーション実施 令和６年１０月２９日（火）予定 

（８）審査結果通知 令和６年１０月下旬 

（９）契約締結・業務開始 令和６年１１月上旬 

 

１０ 質問および回答 

本プロポーザルに関する質問および質問に対する回答は次のとおり行う。 

（１） 受付期間 

令和６年９月２４日（火）から１０月１日（火）午後５時まで 

（２） 提出方法 



質問書（様式７）に質問箇所および内容を記載し、「７ 担当部署」あてに電子 

メールにて提出すること。 

（３） 回答 

質疑に対する回答は、一括してとりまとめ令和６年１０月７日（月）にあわら 

市ホームページに掲載する。 

 

１１ 参加申込書等の提出 

（１） 提出書類 

書類名 様 式 備考 

① 参加申込書 様式１  

② 会社概要書 様式２  

③ 業務実績書 様式３  

④ 業務実施体制調書 様式４  

⑤ 企画提案提出書 様式５  

⑥ 企画提案書本文 様式任意  

⑦ 業務工程表 様式任意 Ａ３横 １頁 

⑧ 提案価格内訳表 様式６  

     ※指定様式は、市ホームページから取得すること。 

（２） 提出期限および提出部数 

・提出期間 

書類①～④：令和６年９月２４日（火）から令和６年１０月１１日（金）午後５時 

書類⑤～⑧：令和６年９月２４日（火）から令和６年１０月２３日（木）午後５時 

・提出部数各１０部提出（正本１部、副本９部） 

（３） 提出方法および提出先 

書類①～④：「７ 担当部署」あてに、電子メールまたは郵送で提出すること。 

書類⑤～⑧：「７ 担当部署」あてに、郵送または持参で提出すること。 

（４） その他 

① 提出された書類は返却しない。なお、提出された書類は、この提案以外の目的 

 で使用しない。 

② 参加申込み後に参加を辞退する場合には、辞退届（様式８）を提出すること。 

 

１２ 書類審査および参加可否通知 

（１）書類審査 

４者以上の参加申込があった場合は書類審査を行い、３者を選考する。審査項目 

は以下のとおりとする。 

① 業務実績 



② 業務実施体制 

（２）参加可否通知 

書類による審査の結果、参加の可否については、令和６年１０月１６日（水）ま

でに、参加申込書に記載されたメールアドレスに電子メールで通知する。 

 

１３ 企画提案書 

（１）体裁 

① 全てＡ４版縦方向長辺綴じ（Ａ３版はＡ４に折込）とすること。 

② 提出書を除いて１５ページ以内を目安に作成すること。 

（２）提案項目 

仕様書を踏まえて、企画提案書を作成すること。また、企画提案書内では次の事

項を明らかにすること。 

① 基礎調査等について 

第２期あわら市子ども・子育て支援事業計画、市独自の課題等についてどのよ 

うに分析するのか記載する。特に、庁内の各担当課の取組等に関して整理し、 

計画策定を進める上で、どのようにして市と関わっていくのか考え方を明らか 

にする。 

② 内包する計画との一体化について 

あわら市こども・若者計画は、仕様書に示す計画と一体的な計画とする予定で 

ある。各計画との関係性について整理し、一体化する上での考え方を記載する。 

③ 計画のわかりやすさについて 

計画の作成にあたって、市民や職員にとって身近に感じられ、親しみやすくわ 

かりやすい計画となるように工夫する点について記載する。また、簡易説明版 

については、小中学生などの子どもにも理解できるようなものとするために、 

どのような手法が考えられるか記載する。 

④ 独自性について 

上記事項のほか、参加者独自の提案やアピールしたい事項について記載する。 

 

１４ 業務工程表 

仕様書「６．業務の内容」を踏まえ、参加者が取り組む業務の工程表を作成するこ 

と。 

 

１５ 審査および選定方法 

（１）選定委員会 

委託業者の候補者の選定については、あわら市こども・若者計画策定支援業務委

託業者選定委員会（以下「選定委員会」という）において行う。選定委員会は非



公開とする。 

（２）審査 

全ての提出書類のほか、参加者によるプレゼンテーションにより、下記「（３）審

査基準」に基づき、総合的に審査し、各参加者の順位を決定し、第１位の企画提

案者を契約候補者として選定する。 

（３）審査基準 

評価項目 評価の基準 参考資料 配点 

業務実績 これまでに本事業に類似した業務を実施

した実績は十分か。 

業務実績書 10 

業務実施体制 本業務を実施するための体制が整備され、

知識や経験を有し円滑な実施が期待でき

るか。 

業務実施体制調書 10 

資料作成能力 提案資料について、的確な文章表現、作図

等わかりやすく説得力があるか。 

企画提案書 5 

プレゼンテー

ション 

提案内容をわかりやすく説明し、説得力が

あるか。質問に対する回答は適切か。 

企画提案書 5 

基礎調査等 本市とどのように関わるのかが明確に示

され、本市の実情を適切に把握することが

期待できる内容となっているか。 

企画提案書 30 

内包する計画

との一体化 

一体化する上での論点が的確に整理され

ているか。 

企画提案書 20 

市民参画 多様な属性の市民が効果的に計画策定に

関わり、それが計画に活かせるような提案

内容となっているか。 

企画提案書 20 

わかりやすい

計画策定の手

法 

わかりやすく、見やすい計画の提案がなさ

れているか。簡易説明版については、子ど

もでも理解できるように工夫した提案と

なっているか。 

企画提案書 30 

独自性 提案内容が創意工夫されたものであり、実

施可能なものになっているか。 

企画提案書 10 

業務工程 仕様書を踏まえ、適切な業務工程および作

業スケジュールが設定されているか。 

業務工程表 5 

業務に要する

経費 

提案価格に応じて配点を行う。 

※満点（10点）×（提案価格のうち最低価

格/自社の提案価格） 

提案価格内訳表 5 

合計 150 



１６ プレゼンテーション 

（１） 日時及び場所 

令和６年１０月２９日（火） 

あわら市役所内会議室 

詳細については、対象者に別途通知する。 

ただし、企画提案者数により変更する場合がある。 

（２） 所要時間 

１社につき３０分程度とする。 

プレゼンテーションを２０分以内とし、その後、質疑応答の時間を１０分程度設け

る。 

（３） 出席者 

プレゼンテーションの出席者は４名以内とし、管理責任者は必ず出席すること。 

（４） 使用備品 

スクリーン又はモニターについては本市で用意するが、パソコン等の機器は持参する

こと。 

 

１７ 失格事項 

次のいずれかに該当する場合は失格とする。また、優先交渉権者が契約締結するまで

の間に次のいずれかに該当した場合または該当していることが判明した場合は、優先交

渉権者の決定を取り消し、その者とは契約を締結しない。その場合は、本プロポーザル

の評価が次順位の者が優先交渉権者となるものとする。 

（１）提案者がプロポーザル参加資格要件を満たさなくなった場合。 

（２）見積書の金額が、提案上限金額を上回る場合。 

（３）提出期限までに書類が提出されない場合。 

（４）提出書類に不備がある場合（軽微な場合を除く）。 

（５）提出書類に虚偽の記載があった場合。 

（６）著しく信義に反する行為があった場合。 

（７）契約を履行することが困難と認められる場合。 

（８）企画提案書の記載内容が法令違反など著しく不適当な場合。 

（９）審査の公平性に影響を与える行為があった場合。 

 

１８ 契約の締結 

（１）提案された業務内容は、契約前の段階において市と優先交渉権者、双方協議の上、

若干の修正を行うことがある。 

（２）優先交渉権者との協議が整ったときは、当該事業者を受託者として決定し、業務委

託契約を締結するものとする。 



（３）優先交渉権者との契約が成立しなかった場合は、本プロポーザルの評価が次順位の

者を優先交渉権者とし、協議が整ったときは、当該事業者を受託者として決定し、

契約を締結するものとする。 

（４）その他、「あわら市契約事務規則」を遵守すること。 

 

１９ その他 

（１）企画提案書の作成等、本プロポーザルに要する費用及び業務実施に係る準備行為につ

いては、すべて提案者の負担とする。 

（２）提出書類は選定結果にかかわらず返却しない。ただし、不採用となった場合には本市

で定めた保存年限満了後、本市の責において全て処分するものとし、本業務における

審査以外では使用しない。 

（３）提出書類は、審査を行う作業に必要な範囲において複製を作成する場合がある。 

（４）提出書類は、あわら市情報公開条例に基づき、公開することがある。 

（５）本実施要領に定めるもののほか、必要事項については主催者が定める。 


